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昨年は私たちにとって、大変な 1年となりました。 
 
良かった点としては、世界中の多くの国々で、ポストコロナにおいてある程度の正常状態を取り戻したことです。 
 
これに対し、武力紛争や地政学的な緊張、エネルギーなどの供給危機、極端な気候変動、高水準かつ持続的なイ
ンフレなどが見られました。そして、その結果として金融政策の非常に急速かつ急激な変化が生じ、不確実性が高まる
こととなりました。 
 
確かにこうした問題は、私たちすべてにとって難しい課題ではありますが、お客様に代わって私たちが対処することができ
る種類の課題でもあります。今後数十年にわたって世界の進むべき道を左右すると思われるメガトレンド（時代の大
きな流れ）になりうるのは、こうした課題のうちごくわずかしかありません。 
 
最初の、そして最も重要なメガトレンドは、サステナビリティ（持続可能性）です。これは日常的なことのように思える
かもしれませんが、まだ比較的新しいテーマであり、業界としてその影響に完全に対処できていないということを忘れて
はいけません。規制は複雑で、絶えず変化し、常に一貫しているわけではありません。しかし、このトピックに早い段階
から取り組んだことで、お客様にとって重要な分野でお役に立つために必要な力と専門知識を得ることができました。こ
れが、私たちが最先端の ESG データを投資決定に統合すること、そしてサステナビリティ主導の業務プロセスがお客様
に確実に提供されるようにするために必要な管理フレームワークに多額の投資を続ける理由です。 
 
私たちが直面している変化の規模は、前例のない大きさです。例えば、単に排出量を削減するだけではなく、ネットゼ
ロの世界に向けて積極的に動かなければならないということです。そのためには、従来以上の規模での資本再配分が
必要となります。持続可能な成長のためにポートフォリオを見直すだけでなく、より良い世界をつくるために資金を提供
する機会が私たちすべてにもたらされます。こうした規模の課題に対しては、金融システム全体で従来とはまったく異な
るレベルの考え方が必要なのです。 
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新しい世界への移行は、極めて複雑なものであり、1人で立ち向かうことはできません。お客様や規制当局、同業他
社とも協力することで初めて、道理にかなった成功への道を切り開くことができると信じています。ネットゼロやポートフォ
リオにおける生物多様性へのインパクト測定といったロードマップの策定は、私たちの行動を導くのに役立つでしょう。し
かし、それらが結果をもたらすためには、それを怠ることなく全面的に適用する必要があります。 
 
サステナビリティは、今日の私たちのビジネスを管理するとともに、将来に向けた位置づけを決定付けるものになるでしょ
う。昨年末に当社は、持続可能な森林投資などを手掛ける International Woodland Company（IWC）の過半
数の株式を取得することを発表しました。こうした決定は、お客様に新しい投資機会を創出するだけでなく、サステナビ
リティの取り組みを実現する方法ともなりえます。 
 
もちろん、将来のメガトレンドとなるのは、環境に限った話ではありません。世界の複雑性は強まっており、極めて大きな
技術革新が必要とされています。私たちは、より多くのアルファ（超過収益）の源泉を明らかにし、お客様と運用資産
を守るため、業界最高水準のテクノロジーに投資するとともに、当社の優れた人的資本をさらに強化することに取り組
んでいます。 
 
最後に、人口動態が変化する中で、資産運用においてはより先を見据える必要があり、持続可能なリターンに焦点
を当てることの重要性がますます強まっています。アクティブ運用はこれからも常に重要であり続け、結局のところ、それ
が将来の勝者を決することになると思われます。しかし、投資期間が長期化することは、インフラストラクチャーなど非流
動資産へのより多くの投資を必要とし、数ヶ月ではなく数年にわたる高いリターンの達成につながります。こうした課題
に対して、当社は昨年、プライベート・アセットに特化した部門を創設し、オランダの住宅ローン投資運用の大手
Dynamic Credit Group の株式を過半数取得することを決めました。これにより、新しい分野で規模のメリットを活か
し、あらゆるタイプのお客様にソリューションを提供することができると考えています。 
 
全体として、2022 年は試練の年であり、私たちが昨年目にした多くの出来事は今年も継続するでしょう。景気サイク
ルを考えれば、債券やマネー・マーケットなどの分野はリターンの回復が見込まれますが、この数年で学んだことの１つ
は、予想外のことを予期する必要があるということです。私たちはどんな課題に直面しても、ともに向き合い、長期にわ
たって持続可能な投資リターンを提供するという、お客様に対するコミットメントは揺るぎません。 
 
当社に大切なご資産を託して頂き、誠にありがとうございます。穏やかな 2023年をお約束することはできませんが、お
客様とともに歩んでいくことをお約束いたします。 

 

  



- 3 - 

 
  
 

 
 

 
 
 
 

ご留意事項 
 

■ 本資料は BNP Paribas Asset Management France が作成した情報提供用資料を、BNPパリバ・アセットマネジメント株式会社が
翻訳したもので、特定の金融商品の取得勧誘を目的としたものではありません。また、金融商品取引法に基づく開示書類ではありま
せん。 

■ BNPパリバ・アセットマネジメント株式会社は、翻訳には正確性を期していますが、必ずしもその完全性を担保するものではありません。
万一、原文と和訳との間に齟齬がある場合には、英語の原文が優先することをご了承下さい。 

■ 本資料における統計等は、信頼できると思われる外部情報等に基づいて作成しておりますが、その正確性や完全性を保証するもの
ではありません。 

■ 本資料には専門用語や専門的な内容が含まれる可能性がある点をご留意ください。 

■ 本資料中の情報は作成時点のものであり、予告なく変更する場合があります。 

■ 本資料中の過去の実績に関する数値、図表、見解や予測などを含むいかなる内容も将来の運用成績を示唆または保証するもので
はありません。 

■ 本資料で使用している商標等に係る著作権等の知的財産権、その他一切の権利は、当該商標等の権利者に帰属します。 

■ BNP パリバ・アセットマネジメント株式会社は、記載された情報の正確性及び完全性について、明示的であるか黙示的であるかを問
わず、なんらの表明又は保証を行うものではなく、また、一切の責任を負いません。なお、事前の承諾なく掲載した見解、予想、資料
等を複製、転用等することはお断りいたします。 

■ 投資した資産の価値や分配金は変動する可能性があり、投資家は投資元本を回収できない可能性があります。新興国市場、また
は専門的なセクター、制限されたセクターへの投資は、入手可能な情報が少なく流動性が低いため、また市場の状況（社会的、政
治的、経済的状況）の変化により敏感に反応しやすいため、より不安定性があり、大きな変動を受ける可能性があります。 

■ 環境・社会・ガバナンス（ESG）投資に関するリスク：ESG と持続可能性を統合する際、EU 基準で共通または統一された定義やラ
ベルがないため、ESG 目標を設定する際に資産運用会社によって異なるアプローチが取られる場合があります。これは ESG と持続可
能性の基準を統合した投資戦略を比較することが困難であることを意味しており、同じ名称が用いられていても異なる測定方法に基
づいている場合があるということです。保有銘柄の ESG や持続可能性に関する評価において、資産運用会社は、外部の ESG 調査
会社から提供されたデータソースを活用する場合があります。ESG 投資は発展途上の分野であるため、こうしたデータソースは不完全、
不正確、または利用できない場合があります。投資プロセスにおいて責任ある企業行動指針を適用することで、特定の発行体やセク
ターが除外される場合があります。その結果、当該指針を適用しない類似の投資戦略のパフォーマンスよりも良くなったり、悪くなったり
する場合があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 

BNP パリバ・アセットマネジメント株式会社 

金融商品取引業者: 関東財務局長（金商）第 378 号 

加入協会: 一般社団法人 投資信託協会、一般社団法人 日本投資顧問業協会、日本証券業協会、一般社団法人 第二種金融
商品取引業協会 
 

 


